
- 1 -

№
１
３
７
５
（
二
〇
二
三
年
一
月
一
日
）
号
か
ら

№
１
３
７
５
（
二
〇
二
三
年
一
月
一
日
）
号

■
巻
頭
言
■

「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
の
保
有
は
、

森

勉

平
和
国
家
か
ら
戦
争
国
家
へ
の
転
落

「
５
％
」
要
求
は
高
い
？

編
集
部

ー

春
闘
を
考
え
る
ー

23

組
織
強
化
に
力
つ
く
せ

木
山

誠
二

ー
新
社
会
「
参
院
選
の
総
括
・
方
針
」
に
つ
い
て
ー

職
場
労
働
者
へ
の
「
安
全
配
慮
」
は
会
社
の
義
務
だ

本
村

充

世
界
と
日
本
の
洋
上
風
力
発
電

原

野
人

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
３
７
６
（
二
〇
二
三
年
二
月
一
日
）
号

■
巻
頭
言
■

ど
こ
ま
で
反
動
化
す
る
か
独
占
資
本
と
そ
の
政
権

原

野
人

情
勢
に
つ
い
て
（
Ⅰ
）
国
内

編
集
部

◇
信
州

松
本

通
信
◇

上
野
反
合
研
の
み
な
さ
ま
へ

中
澤

秀
行

反
労
働
者
政
策
が
明
ら
か
に

憲
法
も
平
和
も
労
働
者
の
た
た
か
い
に
！

沢
井

清

大
阪
府
警
本
部
前
に
反
弾
圧
元
日
集
会

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
３
７
７
（
二
〇
二
三
年
三
月
一
日
）
号

■
巻
頭
言
■

情
勢
に
つ
い
て
（
Ⅱ
）

世
界

編
集
部

国
労
上
野
反
合
研
方
針
２
０
２
３
年

闘
う
労
働
組
合
の
再
生
な
く
し
て
乗
客
の
安
全
安
心
な
し
！

稲
村

守

ー
苦
闘
９
時
間
＋
４
時
間
の
物
語
！

京
都
・
山
科
ー

巨
大
風
力
発
電
計
画
に
異
議
あ
り
！

相
沢

瑞
男

裏
に
原
発
の
再
稼
働
あ
り
？

原
野
人
さ
ん
の
本
誌
文
章
を
新
社
ネ
ッ
ト
（
奈
良
）
に
紹
介

ー
稲
村
守
さ
ん
か
ら
届
い
た
来
住
弘
之
さ
ん
の
配
信
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

編
集
部
だ
よ
り
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№
１
３
７
８
（
二
〇
二
三
年
四
月
一
日
）
号

■
巻
頭
言
■

２
３
春
闘
に
つ
い
て

伊
勢

太
郎

福
島
原
発
事
故
か
ら
１
３
年
目
を
迎
え
て

原

野
人

ー
ま
っ
た
く
進
ま
な
い
デ
ブ
リ
の
取
り
出
し
ー

関
電
本
店
か
ら
高
浜
原
発
ま
で
の
リ
レ
ー
デ
モ
実
施

稲
村

守

ー
老
朽
原
発
う
ご
か
す
な
！

実
行
委
員
会
決
定

３
月

日
出
発
～
４
月
２
日
到
着
ー

21

情
勢
に
つ
い
て
（
世
界
）
ー
動
向
（
歴
史
）

編
集
部

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
３
７
９
（
二
〇
二
三
年
五
月
一
日
）
号

■
巻
頭
言
■

資
本
の
洗
脳
（
思
想
攻
撃
）
に
抗
す
（
上
）

伊
勢

太
郎

春
闘
に
見
る
独
占
資
本
の
思
惑

山
下

俊
幸

23

ー

輝
か
し
い
春
闘
の
歴
史
の
終
焉

ー

魂
を
抜
か
れ
た
資
本
論
（
上
）

原

野
人

私
が
労
働
審
判
に
訴
え
た
わ
け

山
田

芳
夫

鉄
路
廃
止
・
バ
ス
転
換
方
針
の
再
考
を
訴
え
ま
す

佐
野

周
二

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

学
習

講
演
会
の

ご
案
内

▽
日

時

２
０
２
３
年
４
月

日
（
日
曜
日
）

受
付

時

分
か
ら
（
講
演

時
か
ら
）

23

13

30

14

▽
場

所

八
王
子
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
１
０
階
（
第
２
学
習
室
）

（
八
王
子
駅
北
口
か
ら
徒
歩
４
分
。
カ
ラ
オ
ケ
館
目
印
、

ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
を
通
っ
て
２
０
号
『
甲
州
街
道
』
方
面
へ

▽
テ
ー
マ

今
を
ど
う
見
る
！

社
会
の
本
質
を
暴
く

「
現
代
社
会
の
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
思
想
攻
撃
）
を
切
る
」

▽
話
す
人

「
社
会
通
信
」
編
集
長

滝
野
忠
氏

▽
主

催

反
合
理
化
研
究
会
（
連
絡
先

み
の
わ

や
す
お
み

０
９
０

８
４
９
６

３
６
１
０
）

№
１
３
８
０
（
二
〇
二
三
年
六
月
一
日
）
号

■
巻
頭
言
■

生
産
性
向
上

二
つ
の
潮
流
（
中
）

伊
勢

太
郎

◇

統
一
地
方
選

北
海
道
音
威
子
府
村
か
ら
◇

遠

藤

村

長

誕

生

杉
山

均

小
西
、
杉
山
、
玉
田
村
議
も

再
選

Ｊ
Ｒ
東

春
闘
は
ど
の
よ
う
に
闘
わ
れ
た
か

国
労
上
野
反
合
研

今
、
改
め
て
「
生
産
性
向
上
運
動
」
を
批
判
す
る

山
下

俊
幸

魂
を
抜
か
れ
た
資
本
論
（
下
）

原

野
人

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№

１
３
８
１
（
二

〇

二

三

年

七

月

一

日

）
号

■
巻
頭
言
■

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
生
産
性
運
動
そ
の
も
の

伊
勢

太
郎

ー
大
政
翼
賛
会
へ
の
基
礎
つ
く
り
ー

「
講
演
会
」
を
終
え
て
！

蓑
輪

泰
臣

２
０
２
３
年
春
闘
を
ど
う
見
る
か

反
撃
の
条
件
は

本
村

充

国
民
生
活
が
困
窮
、
犯
罪
、
堕
落

山
下

俊
幸

ー
窮
乏
化
法
則
の
貫
徹
ー

汚
染
物
質
は
電
力
資
本
の
敷
地
外
に
拡
散
さ
せ
る
な
！

原

野
人

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
３
８
２
（
二
〇
二
三
年
八
月
一
日
）
号

■
巻
頭
言
■

「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
」
と
は
何
か

原

野
人

最
近
の
選
挙
の
動
向

伊
勢

太
郎

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト

編
集
部

ー
現
代
資
本
主
義
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
ー

鉄
路
の
切
り
捨
て
は
許
さ
な
い

佐
野

周
二

ー
根
室
本
線

住
民
の
足
を
守
る
ー

リ
ニ
ア
新
幹
線
と
Ｊ
Ｒ
東
海

蓑
輪

泰
臣

ー
『
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』
特
集
号
か
ら
ー

・
６
・

米
軍
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
基
地
撤
去
！

京
丹
後
現
地
集
会

稲
村

守

23

10

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
３
８
３
（
二
〇
二
三
年
九
月
一
日
）
号

■
巻
頭
言
■

現
代
政
治
と
小
選
挙
区
制
導
入
（
一
）

伊
勢

太
郎

敵
を
知
り
戦
争
に
反
対
す
る
力
を
強
化
す
る
た
め
に

原

野
人

『
被
差
別
部
落
に
生
ま
れ
て
・
・

石
川
一
雄
が
語
る
狭
山
事
件
』
を
読
ん
で

稲
村

守

感
想
―
第

回
新
社
会
党
大
会

29

私
の
大
会
発
言

木
山

誠
二

ー
「
社
会
主
義
論
の
再
考
」、
北
海
道
の
組
織
状
況
ー

◇

資
料
１

◇

新
社
会
党
第

回
定
期
全
国
大
会
議
案
修
正
案
（
新
潟
県
本
部
）

29

◇

資
料
２

◇

新
社
会
党
第

回
定
期
全
国
大
会
議
案
修
正
案
（
神
奈
川
県
本
部
）

29

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
３
８
４
（
二
〇
二
三
年
十
月
一
日
）
号

■
巻
頭
言
■

現
代
政
治
と
維
新
の
党

伊
勢

太
郎

乗
っ
た
、
乗
り
ま
し
た

ロ
ー
カ
ル
線

滝
野

忠

ー

霧
幻
峡
の
渡
し
船

只
見
線
の
旅

ー

日
本
最
古
の
老
朽
高
浜
原
発
１
号
機
が
再
稼
働
強
行
さ
れ
た
！

稲
村

守

新
社
会
党
員
に
訴
え
ま
す

木
山

誠
二

ー
第

回
大
会
報
告
と
団
結
強
化
の
課
題
に
つ
い
て
ー

29

党
の
現
状
を
斜
め
か
ら
見
る
と

原

野
人

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
３
８
５
（
二
〇
二
三
年
十
一
月
一
日
）
号

■
巻
頭
言
■

そ
ご
う
・
西
武
労
組
ス
ト
ラ
イ
キ

金
平

博

た
た
か
い
へ
の
支
持
の
声
広
が
る

汚
染
（
処
理
）
水
の
海
洋
放
出
は
即
時
中
止
せ
よ
！

原

野
人

ー
海
洋
放
出
を
永
久
に
中
止
し
て
、
第
二
原
発
の
敷
地
の
活
用
を
ー

牧
田
正
樹
・
新
潟
県
議
選
挙
上
越
市
選
挙
区
で
初
当
選

老
朽
原
発
う
ご
か
す
な
！

関
電
前
「
一
食
断
食
」
行
動

橋
田

秀
美

古
典
に
学
ぶ

蓑
輪

泰
臣

ー
向
坂
逸
郎
著
「
マ
ル
ク
ス
と
現
代
」
の
学
習
で
学
ぶ
も
の
ー

◇
資
料
◇
『
朝
日
新
聞

デ
ジ
タ
ル
』

根
室
本
線
最
後
の
夏

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
３
８
６
（
二
〇
二
三
年
十
二
月
一
日
）
号

■
巻
頭
言
■

ス
ト
ラ
イ
キ

伊
勢

太
郎

改
め
て
『
牙
を
抜
か
れ
た
マ
ル
ク
ス
主
義
』（
原
野
人
著
）
の
す
す
め

山
下

俊
幸

次
世
代
に
継
承
す
べ
き
は
『
理
論
と
実
践
』

国
労
上
野
反
合
研

国
労
東
日
本
大
会
発
言
か
ら

国
労
東
京
地
本
大
会
発
言
か
ら

実
質
賃
金
は
低
下

実
態
か
ら
反
撃
を

本
村

充

一
国
の
み
で
労
働
者
階
級
は
勝
利
で
き
る
か

原

野
人

ー
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
理
論
に
基
づ
く
党
建
設
と
国
際
連
帯
が
不
可
欠
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り


